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１．１．治水・防災治水・防災

２．２．利水・利用利水・利用

３．３．河川環境河川環境
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１．現状と課題

全川：堤防に浸透・侵食に対して弱い箇所が広範囲に存在

下流部 流下阻害の橋梁

中上流部 流下能力不足

現状は下流の整備が先行し、中上流が遅れている。

現状で計画規模の降雨があっても、淀川本川は計画高水
位以下で流下

※詳細については、資料－３による
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２．淀川水系の今後の河川整備

（１）堤防の補強

（２）上下流・本支川間のバランスに基づく治水対策

（３）危機管理体制の構築
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対策工法の事例（浸透対策）

表のり断面拡大工法・ドレーン工

断面拡大工法

（難透水性材料） ドレーン工

張芝

断面拡大工法

（難透水性材料） ドレーン工

張芝

（１）堤防の補強

堤防の補強を最優先で実施
（計画高水位以下の流水の作用に対して万全を目指す）

堤防補強対策実施延長

淀川（本川）

 
２０．２ｋｍ

桂川

 
５．１ｋｍ

木津川

 
４１．３ｋｍ

宇治川

 
３．４ｋｍ

猪名川

 
４．７ｋｍ

瀬田川

 
０．９ｋｍ

野洲川

 
９．４ｋｍ
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（２）上下流・本支川間のバランスに基づく治水対策

中上流部の流下能力向上

戦後最大洪水までは安全に（家屋の浸水被害を解消）

中上流の改修が下流に負荷をかけないよう、上流で洪
水調節

整備途上のいかなる段階においても、
淀川本川は計画規模の降雨に対して計画高水位

 以下で安全に流下
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上下流バランスの考え方(淀川水系関係6府県知事も含めた共通認識）

上流の築堤や掘削等の河川改修に伴う下流有堤区間における人為的な流量増による堤防

 の決壊は極力回避する。

淀川本川と中上流の間における
 上下流バランス

整備のあらゆる段階において、
 計画規模以下の洪水に対しては、

 淀川本川の水位が計画高水位を
 超過しないよう水系全体の整備

 を進める。

未改修の状況では上流で氾濫
下流の流量が増加

→下流部の堤防区間の危険度が増大

堤防等の整備により上流部の安全度を向上

 させることにより、下流に誘導することになる

 流量に対し、人工工作物である堤防により防

 御されている下流部が安全となるよう上流部

 よりも高い安全度を下流部に設定することが

 必要。

上流で氾濫 上流の氾濫は解消

下流への負荷は増大

河道整備

考え方のイメージ

上流部において
堤防等を整備し
安全度を向上
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①上中流部の河川改修

神崎川

高時川

琵琶湖

野洲川

瀬田川

桂川

宇治川

木津川

猪名川

淀川

■ 天ヶ瀬ダム

■ 大下津地区～久我橋

■ 瀬田川 ( 洗堰下流）

■ 嵐山地区

■ 名張川地区

■ 上野地区

■ 塔の島地区
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琵琶湖

瀬田川

桂川

宇治川

木津川

猪名川

淀川

②淀川本川を計画高水位以下に抑える整備

貯留施設による上流の流出抑制
下流の改修

中上流改修による下流への流量増への対処

大戸川ダム大戸川ダム

川上ダム川上ダム
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洪水・高潮被害の減災にむけて～水害に強い地域づくり協議会～

水害に強い地域づくり協議会
（住民、沿川自治体、河川管理者）
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［概要］
１．防災情報について、行政と住民との間の

双方向の情報伝達等ができる体制の整備
２．時間と場所を問わずわかりやすい情報を

容易に入手できるよう、情報提供の積極的
な展開

３．防災に関わる行政の密なる連携

住民会議行政ＷＧ

首長会議

水害に強い地域づくり協議会

【構成】（淀川管内の事例）

【桂川地区】
京都市、向日市、
長岡京市、
大山崎町
京都府
淀川河川事務所

【木津川左岸地区】
八幡市、京田辺市、木津

 
川市、精華町、京都府
淀川河川事務所

【木津川右岸

 
宇治川左岸】
京都市、宇治市、
城陽市、久御山町、
井手町、
京都府
淀川河川事務所

【淀川右岸地区】
大阪市、吹田市、
摂津市、茨木市、
高槻市、島本町、
大阪府
淀川河川事務所

【淀川左岸地区】
大阪市、枚方市、寝屋川市、守口市、

 
門真市、大東市、東大阪市、大阪府、

 
淀川河川事務所

（３）危機管理体制の構築



12
桂川地区首長会議（H19.2.16）宇治市災害対策本部防災研修（H19.1.17）

当面の実施内容（淀川管内の事例）

・避難情報の基準作成
・ハザードマップの作成の支援（作成済２４市町／構成２６市町）
・ＣＣＴＶカメラの整備、関係市町への水位、映像等の情報を
提供するための光ファイバ接続

・住民会議開催に向けた支援
①住民学習会の支援

 
②職員研修の支援

・防災情報提供に関する地域メディアとの連携
（コミュニティＦＭ・地域ＳＮＳ、ＣＡＴＶなど）

・まるごとまちごとハザードマップの推進
・水防拠点整備と資機材備蓄
・排水ポンプ運用検討

井手町住民勉強会（H18.10.14）

ＣＣＴＶ映像の提供（宇治市）
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出典：「日本の水資源」（国土交通省土地・水資源局水資源部）に河川局が加筆

年
降
水
量

ｍｍ

明治33 大正9 昭和15 昭和35 昭和55 平成12

年降水量平均降水量

トレンド ５年移動平均

近年、温暖化による年間降水量の変動幅が大きくなる傾向にあり、

特に少雨の年の年間降水量が大幅に減少傾向

近年の気候変動
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蒸気船

江戸
時代

大正 昭和 平成明治

毛馬第二
閘門新設

京阪電鉄
開通

昭和37年伏見・大阪間
貨物輸送廃止

淀川大堰新設に伴う

閘門の改築太平洋戦争
終戦

※通船数は、毛馬閘門の上り・下りの通過船舶数の合計である

江戸時代～昭和30年代

淀川舟運の通船の推移

三十石船とくらわんか船
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琵琶湖の類別漁獲量
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(t) 貝類計
えび類計
魚類計

琵琶湖固有種をはじめと
 した在来魚類の減少が指

 摘されている。

魚類減少の原因として指摘されている要因
外来魚のオオクチバスやブルーギルによる補食
内湖の干拓
水質汚濁（水田からの濁水の発生含む）の進行
圃場整備による水田への移動経路の遮断
湖岸堤の建設（水辺移行帯の減少）
琵琶湖の水位低下の頻度が増大

魚類（在来種）の減少

滋賀県農林水産統計より

貝類

えび類

魚類

琵琶湖の在来種の減少
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淀川ワンドの魚類相の変遷

◇調査方法

地曳網（長さ30m、袖網の深

 さ1m、袋口の深さ3m、袋網の

 長さ4m、網目5mm、採集面積

 約140㎡）を使用し、魚種が最

 も多く採集可能な8月に大阪

 市旭区城北地区周辺のワン

 ド３ヵ所の定点において調査

 を実施。

8%
その他の在来魚

91% 1％

1％ 62％
オオクチバス

3％ 34％

5％

5％

ブル－ギル90％

採集尾数 267
魚種数 13

採集尾数 976
魚種数 11

採集尾数 167
魚種数 6

採集尾数 239
魚種数 10

採集尾数 366
魚種数 7

採集尾数 31
魚種数 4

採集尾数 696
魚種数 14

採集尾数 168
魚種数 13

採集尾数 23
魚種数 4

8％

7％ 92％ 1％

52％ 40％

52％ 45％

オオクチバス

7％ 92％ 1％

52％ 40％

52％ 45％

オオクチバス

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2005

2004

1993
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

2005
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1993

3％ 96％ 1％

6％ 24％

9％ 21％ 70％

70％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

淀川ワンドにおける魚類組成の推移
データ提供：大阪府水生生物センタ－

平成ワンド

城北ワンド（No.36）

城北ワンド（No.39）

イタセンパラ
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ブルーギルブルーギル
 

ブラックバスブラックバス
外来種

平成ワンドを覆い尽くすボタンウキクサ平成ワンドを覆い尽くすボタンウキクサ


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	治　水　・　防　災��
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	利　水　・　利　用��
	スライド番号 14
	淀川舟運の通船の推移
	スライド番号 16
	河　川　環　境��
	琵琶湖の在来種の減少
	淀川ワンドの魚類相の変遷
	ブルーギル　　　　　　　　　　　ブラックバス

